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ウイグル地区の概要 －地理・文化－

⚫ 基本情報
➢ 位置：中国北西部、8か国と国境を接する
➢ 面積：約166万平方キロ。日本の4倍以上
➢ 人口：約2500万人（少数民族：漢族=6:4）

➢ 省都：ウルムチ市(人口300万以上)

⚫ 文化
➢ 沿海部の漢族は「新彊(xinjiang)」、ウイグル族は「ウ
イグル(Uyghur)」、独立派はより広い地理的範囲で
「東トルキスタン(Türkistan)」と呼ぶ。

➢ イスラム文化であり、漢民族とは大きく異なる文化や言
語を持つ。ウイグル人は自分たちを中国人とは思ってい
ない。

※少数民族はウイグル族、カザフ族等を含む

中国にとってのウイグルの戦略的価値
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中国にとってのウイグルの戦略的価値

⚫ ウイグル自体に膨大な地下資源
➢ 石油、石炭、天然ガスが多量に埋蔵、採

掘されている。

➢ 4000km離れた上海まで天然ガスを送る
「西気東輸」パイプラインが稼働中

⚫ 中央アジア、西アジアへの通路
➢ 8か国と国境を接し、「一帯一路」陸路構
想の核心地域。中パ経済回廊に中国が
600億ドル投資。

➢ 2021年3月、中国とイランは25カ年の戦
略協力協定を締結。マラッカ海峡に頼らな
い石油確保が将来可能に？

イラン

新彊ウイグル

上海

西気東輸

パキスタン

中パ経済回廊

中国にとってのウイグルの戦略的価値は非常に高く、単なる辺境地域などでは決してない。
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ウイグルの歴史概要 － 18世紀から20世紀 －

18世紀後半から清帝国に占領され、19世紀後半に「新彊」として統治下に入っている。

➢1759－1862 清帝国がウイグル地域を占領

➢1862－1884 ヤクブ・ベクの乱により独立を回復

➢1884 再び清が占領。「新彊」の呼称で清の統治が敷かれる

➢1911 辛亥革命により中国国内が混乱。ウイグルは事実上の独立状態となる

➢1933－1934 第一次東トルキスタン共和国建国

➢1944－1950 第二次東トルキスタン共和国建国

➢1949 中国共産党がウイグルを占領

➢1954 新疆生産建設兵団が発足

➢1955 「新疆ウイグル自治区」成立

➢1964 新彊自治区内ロプノールで核実験始まる



5

ウイグルの混乱と弾圧概要 － 2010年頃から －

特に2009年からウイグル関連の対立と衝突が激化し、弾圧もエスカレートしてきた。

➢2009 広東省でウイグル族襲撃事件、ウルムチ市でウイグル族の大規模暴動

➢2013 北京天安門でウイグル族による自爆テロ

➢2014 ウルムチ南駅で習近平訪問を狙った（？）爆破テロ

➢2015頃 男性の髭や女性のスカーフが禁止される

➢2016 チベット人の迫害で知られる陳全国がウイグル自治区書記に就任

➢2017ー ウイグル人逮捕者の急増、強制収容所の急拡大

➢2019 アメリカ政府、ウイグル族に対する大規模監視などの弾圧に関わったハイクビジョン、ダーファ・
テクノロジー、センスタイム等ハイテク企業への制裁を決定

➢2020 トランプ大統領、ウイグル弾圧の責任者に制裁を科す『ウイグル人権法案』に署名

➢2021 EUが新疆ウイグル地区の共産党幹部らに対し、天安門事件以来の対中制裁を発動
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ウイグル・ジェノサイドの実態
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ジェノサイドの定義

いわゆるジェノサイド条約（第2条）に定められたジェノサイドの定義は下記の通り。
中国を含む152か国が批准。日本は署名していない。

集団殺害罪の防止および処罰に関する条約原文リンク

In the present Convention, genocide means any of the following acts committed with
intent to destroy, in whole or in part, a national, ethnical, racial or religious group, as such:
この条約では、集団殺害とは、国民的、人種的、民族的又は宗教的集団を全部又は一部破壊する意図をもつて行われた
次の行為のいずれをも意味する。

(a) Killing members of the group;
集団構成員を殺すこと。

(b) Causing serious bodily or mental harm to members of the group;
集団構成員に対して重大な肉体的又は精神的な危害を加えること。

(c) Deliberately inflicting on the group conditions of life calculated to bring about its physical 
destruction in whole or in part;
全部又は一部に肉体の破壊をもたらすために意図された生活条件を集団に対して故意に課すること。

(d) Imposing measures intended to prevent births within the group;
集団内における出生を防止することを意図する措置を課すること。

(e) Forcibly transferring children of the group to another group
集団の児童を他の集団に強制的に移すこと。

https://www.un.org/en/genocideprevention/documents/atrocity-crimes/Doc.1_Convention%20on%20the%20Prevention%20and%20Punishment%20of%20the%20Crime%20of%20Genocide.pdf
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ウイグル・ジェノサイドの概要①（強制収容所への拘禁）

ウイグル各地に380か所以上の強制収容所が建設され、100－300万人が拘禁されている。

https://xjdp.aspi.org.au/explainers/exploring-xinjiangs-detention-facilities/

2020年、ウイグル人が列車で強制連行された所をドローンが撮影。
BBCが在英中国大使にこの動画の意味するところを詰問した。
BBCの動画はQRコードのYoutube参照。

↑リンク先に多数の衛星写真、Googleマップリンク、収容所の3Dモデルなど。

https://xjdp.aspi.org.au/explainers/exploring-xinjiangs-detention-facilities/
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ウイグル・ジェノサイドの概要②（知識人の弾圧、文化財の破壊）

ウイグル文化を支える知識人を集中的に弾圧、文化財を破壊し、文化断絶を図っている。

日本ウイグル協会：2021年3月26日オンラインセミナーより 砂漠の聖地として1000年の歴史を持つOrdam Mazar遺跡は、
2018年までに完全に取り壊されたことが確認された。
オーストラリア戦略政策研究所(ASPI)は、2017年以降、
16,000のモスクが破壊されたとする調査結果を発表。

2013 2018

https://www.aspi.org.au/report/cultural-erasure
ASPIの調査リンク：日本ウイグル協会公式サイト：

https://uyghur-j.org/japan/

https://www.aspi.org.au/report/cultural-erasure
https://uyghur-j.org/japan/
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ウイグル・ジェノサイドの概要③（子供の隔離と洗脳）

多数の子供が家族から引き離され、寄宿学校に隔離、中国人として育てられている。

https://www.bbc.com/japanese/features-and-analysis-48880066

⚫ BBC報道のサマリー
➢ ドイツ人研究者のアドリアン・ツェンツ博士の調査により、新疆で

かつてないほど学校が増設、敷地が拡大され、新たな寮が建設
され、収容人数がものすごい規模で増加している。

➢ 両親が強制収容所に入れられ子供のケアが必要になったケース
などで、子供の隔離は幼稚園から始まっている。

➢ 隔離された子供は中国語のみを話すよう教育され、中国人とし
て育てられており、人々のルーツを破壊する目的がある。

イスタンブールにいる両親や親族が訴える行方不明
の子供についての60件の証言。

http://www.jpolrisk.com/break-their-roots-evidence-for-chinas-
parent-child-separation-campaign-in-xinjiang/

⚫ BBC報道のリンク先

https://www.bbc.com/japanese/features-and-analysis-48880066
http://www.jpolrisk.com/break-their-roots-evidence-for-chinas-parent-child-separation-campaign-in-xinjiang/
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ウイグル・ジェノサイドの概要④（同化の強制、漢族文化の強制）

漢族との強制結婚。漢族公務員が家庭に押しかけ、飲酒や豚肉食を強要し家庭も監視。

⚫ 漢族公務員による強制ホームステイ
➢ 100万人以上の漢族公務員が、ウイグル族の家庭に1週間ほど

滞在。「共に食べ、共に住み、共に労働し、共に学習」する施策。

➢ 具体的には北京語の学習、中国の国歌や共産党を礼賛する歌
を歌う、中国国旗の掲揚式を一緒に参観する、習近平の肖像を
部屋に飾らせる、豚肉を食べ、タバコを吸い、酒を飲む

➢ 不快そうな態度、飲酒などへのためらいはイスラム原理的とみなさ
れ評価点の減点対象であり、強制収容所への隔離につながる。
ウイグル族は漢族公務員を笑顔で歓待する必要がある。

⚫ 漢族との強制結婚
➢ 左は2018年にFacebookやTwitterで拡散された、漢族男性と

ウイグル族女性の強制結婚を映したとされる動画。男性の笑顔と
女性の悲しそうな表情の対比が話題となった。

➢ 右は「東トルキスタンを語ろう」(Talk East Turkestan)というFB
グループが公開した漢族男性、ウイグル女性の結婚式で、ウイグル
族の出席者に中国国家を歌わせているとする2018年の動画。

https://www.taiwannews.com.tw/en/news/3442256

https://www.facebook.com/TalkEastTurkestan/videos/2059752307619210/

「親戚認定」カードを持ち、友好的な写真を撮ることも義務

https://www.taiwannews.com.tw/en/news/3442256
https://www.facebook.com/TalkEastTurkestan/videos/2059752307619210/
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ウイグル・ジェノサイドの概要⑤（臓器狩り）

移植用臓器確保のため、ウイグル族の臓器を同意なく大量に取り出している疑惑がある。

✓ 中国のドナー登録数とまったく釣り合わない膨大な移植実施件数
➢ 40万人程度のドナー登録者数に対して、年に最低2万ー数万件の実施例

✓ 移植需要とタイミングを合わせて取り出せる、膨大な臓器ストックが存在
➢ 他国では数か月、数年待つ適合臓器の発生が、中国では数時間、数日程度で確
保される

➢ 膨大な臓器ストックは、過去には主に法輪功信者や死刑囚から確保されていたが、
現在の出処は不明（ウイグル族であると考えられている）。

✓ 2019年3月、イギリス亡命中のウイグル族元外科医アニワル・トフティ氏、RFAに証言
➢ 1990年ごろ、自身も処刑場で腎臓と肝臓を摘出する処置を命じられ、実施した。
➢ 近年ではアラブ系、とくにサウジアラビア人が新疆で「ハラール・オーガン（豚肉を食べ
なかった人の臓器）」を調達している。

ウイグル族の臓器狩りに関しては、下記のような状況証拠と証言による

※ 英米基準では40万人程度のドナーでは、臓器が適合し手術できる数が年に50人程度となる。

カシュガル空港には「人体器
官」輸送用の通路が設けら
れている

※ RFA（ラジオ・フリー・アジア）

法輪功信者の臓器狩り
詳細は添付を参照のこと
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ウイグル・ジェノサイドの概要⑥（ハイテク監視社会）

街中の検問、無数の監視カメラ、アプリ、AI解析等を駆使した監視社会を作り上げ運用中。

左QRコードは参考リンク：
中国「完全監視社会」の実験場、新疆を行く
最先端技術で常時監視されるウイグル自治区
をWSJ記者が取材

・街中の検問でスマホチェック
・アプリ削除が判明すれば強制収容
・通話記録、SNSログ、GPS情報、
写真などが監視されている模様

虹彩血液 DNA

ブロックごとに設置された検問所で
毎日何度も検問を受けさせられる

無数の監視カメラで所在地を把握

街中では大量のカメラや人員を導入して監視：

生体情報のDB化：

スマホへの監視アプリインストール：

顔認識等のAIによるハイテク監視体制

健康診断の名目で12歳〜65歳の
ウイグル人全員のデータを収集
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ウイグル・ジェノサイドに協力する中国企業の一部

ウイグルのジェノサイドに協力している代表企業。日本とのかかわりも深い。

⚫ センスタイム
➢ 特にAIによる画像解析、顔認識技術でウイグル弾圧に関与
➢ 2019年に同Entity Listに追加、制裁決定
➢ ソフトバンクグループが2018年に10億ドルを出資。
➢ 本田グループなどと技術協力を実施

⚫ ダーファ・テクノロジー
➢ 世界2位の監視カメラメーカー
➢ ウイグルに限らず中国の人民監視需要で成長した企業
➢ 2019年に同Entity Listに追加、制裁決定
➢ 2017年、製品のバックドアから中国へのデータ送信が発覚
➢ ソニーのイメージセンサーを搭載しているのがウリの一つ

⚫ ハイクビジョン
➢ 世界最大の監視カメラメーカー
➢ ウイグルに限らず中国の人民監視需要で成長した企業
➢ 2019年にアメリカ政府がウイグル人弾圧にかかわったとして

Entity Listに追加、制裁決定
➢ HIKVISION JAPAN株式会社が2019年に設立。

Amazonや楽天などでも広く販売されている
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まとめと分析

ウイグル・ジェノサイドは、中国の過去手法を取り入れつつ進化し、最も包括的にパッケージ化

臓器狩り

ハイテク監視

文化財破壊

法輪功チベット ウイグル

NEW

同化の強制

子供の洗脳

強制収容所

2000年頃～ 2010年頃～

知識人弾圧

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

1950年頃～

NEW

強制堕胎・不妊 ✔

中国全体

✔

✔

✔

✔

✔

✔

政治犯収容所
強制労働含む

文革期

文革期

一人っ子政策。
1980頃〜2010

頃まで
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ワーク① 感想

参加者の感想、考えたこと。また、互いの感想に対する意見などディスカッション



17

ワーク② ディスカッション

なぜ、ウイグル・ジェノサイドには注目が集まらないのか。
または、注目が集まるのに時間を要したか。


